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(百万円未満切捨て)

１．2021年12月期第３四半期の連結業績（2021年１月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期第３四半期 1,942 － 367 － 389 － 260 －

2020年12月期第３四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 2021年12月期第３四半期 260百万円( －％) 2020年12月期第３四半期 －百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年12月期第３四半期 96.16 89.28

2020年12月期第３四半期 － －
　

(注) 2020年12月期第３四半期においては、四半期連結財務諸表を作成していないため、2020年12月期第３四半期の数値
及び2021年12月期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年12月期第３四半期 2,301 1,626 70.7

2020年12月期 1,919 1,351 70.4
(参考) 自己資本 2021年12月期第３四半期 1,626百万円 2020年12月期 1,351百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年12月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2021年12月期 － 0.00 －

2021年12月期(予想) 33.00 33.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　

　

３．2021年12月期の連結業績予想（2021年１月１日～2021年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,561 18.9 458 43.1 493 48.7 331 29.6 122.35
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

配当予想の修正及び連結業績予想の修正については、本日（2021年11月12日）公表いたしました「配当予想の修正（増
配）及び連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年12月期３Ｑ 2,735,700株 2020年12月期 2,625,000株

② 期末自己株式数 2021年12月期３Ｑ 41株 2020年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期３Ｑ 2,707,546株 2020年12月期３Ｑ －株

　
(注）当社は2020年12月期第３四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、期中平均株式数を記載し

ておりません。
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予定の前提となる条件及び業績
予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P.３「当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2021年１月１日～2021年９月30日）における世界経済は、ワクチン接種の進展や景気

回復期待から、欧米を中心に回復基調となりました。日本国内においても、ワクチン接種が進み、状況の改善がみら

れますが、変異株による感染再拡大の懸念もあり、引き続き先行き不透明な状況で推移しております。

当社が属する市場調査レポート出版業界においては、インド、中国系の調査出版会社の台頭や調査出版会社自身に

よる直販部門のシェア拡大等が見られ、事業環境は常に変化しております。

このような状況の下、当社は引き続き今期を初年度とした３か年の「2021 中期経営計画」に基づき、各種施策に取

り組んでおります。仕入先との関係においては、引き続き良好な関係の維持・強化に努め、特定の商品カテゴリーに

偏ることなく、幅広い顧客ニーズに対応しております。取扱商品の増加に対応するため、商品登録プロセスを効率化

し、機械翻訳の活用による省力化を推進しております。販売面では、WEB会議システムを使用した「オンライン試読」

により営業活動の効率化を図り、コロナ禍においても引き続き多くのお客様に取扱商品を確認していただく機会を提

供しております。また、WEBサイトの全面的なリニューアルを実施することで利便性を向上し、外部のプレスリリース

配信を活用することにより、積極的な情報発信等も行っております。上場による認知度の向上に加え、各種WEBマーケ

ティング施策により、当社のブランド向上に努めております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,942,573千円、営業利益は367,540千円、経常利益は389,593千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は260,355千円となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（市場・技術動向に関する情報提供事業）

当セグメントは、取扱商品・サービスの違いにより、市場調査レポート事業、年間情報サービス事業、委託調査事

業及び国際会議・展示会事業の４つに区分されております。以下には事業区分別の業績について記載いたします。

(a) 市場調査レポート事業

当社の主力である市場調査レポート事業は、本社部門において、日本国内の多くの顧客企業の会計年度末にあた

る３月に向けて、多くの注文を受けました。当第３四半期連結会計期間においても、各種WEBチャネルを利用したマ

ーケティング活動による当社WEBサイトへの訪問者数増加の好影響により、前年同期の売上高を大きく上回りまし

た。海外部門においては、引き続き韓国支店が好調に推移し、こちらも売上高が前年同期を上回りました。

この結果、市場調査レポート事業全体では、前年同期比29.1%増の1,651,695千円となりました。

(b) 年間情報サービス事業

年間情報サービス事業は、本社部門の売上高が前年同期と比較して下回るものの、海外部門の主要である韓国支

店及び台湾支店の売上高は前年同期を上回りました。

この結果、年間情報サービス事業全体では、前年同期比2.6%増の100,417千円となりました。

(c) 委託調査事業

委託調査事業は、本社部門においては、大型調査案件の受注等もあり、売上高が前年同期を大きく上回りまし

た。一方で、海外部門においては、売上高が前年同期を下回りました。

この結果、委託調査事業全体では、前年同期比28.8%増の138,363千円となりました。

(d) 国際会議・展示会事業

国際会議・展示会事業は、新型コロナウイルス蔓延の影響を受け、当社が取り扱う会議・展示会は引き続きオン

ラインで行われました。当第３四半期連結会計期間も低調に推移しており、本社部門、海外部門の両方において、

売上高は前年同期を大きく下回りました。

この結果、国際会議・展示会事業全体では、前年同期比89.2%減の5,278千円となりました。

以上より、当セグメントの売上高は1,895,754千円となり、セグメント利益（営業利益）は387,912千円となりまし

た。
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（その他事業）

当セグメントにおきましては、株式会社ギブテックにおけるIoT（モノのインターネット）向け無線通信方式である

LPWA通信に関する製品の販売、受託開発等を主な事業にしております。新製品の研究開発による先行費用の発生及び

電子部品の供給不足の影響等により、売上高は46,818千円となり、セグメント損失（営業損失）は25,771千円となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末と比較して381,859千円増加して、

2,301,821千円になりました。

流動資産の残高は、374,434千円増加して、2,211,334千円になりました。この主な要因は、現金及び預金の395,961

千円増加の一方で、売掛金の32,084千円減少等によるものであります。

固定資産の残高は、7,425千円増加して、90,487千円になりました。この主な要因は、繰延税金資産の9,759千円増

加等によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末と比較して106,871千円増加して、674,886

千円になりました。

流動負債の残高は、95,624千円増加して、415,769千円になりました。この主な要因は、未払法人税等の101,149千

円増加の一方で、支払手形及び買掛金の17,222千円減少等によるものであります。

固定負債の残高は、11,247千円増加して、259,117千円になりました。この主な要因は、役員退職慰労引当金の

9,780千円増加等によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末と比較して274,988千円増加して、

1,626,934千円になりました。この主な要因は、資本金の45,993千円増加、資本剰余金の47,458千円増加、利益剰余金

の181,605千円増加等によるものであります。

なお、自己資本比率は70.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年12月期（2021年１月１日～2021年12月31日）の連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本

日発表の「配当予想の修正（増配）及び連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,517,602 1,913,563

売掛金 239,515 207,430

商品及び製品 107 537

原材料及び貯蔵品 7,196 15,671

前渡金 63,637 59,785

その他 8,840 14,346

流動資産合計 1,836,899 2,211,334

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,090 24,535

工具、器具及び備品（純額） 3,194 2,722

土地 12,939 12,939

有形固定資産合計 41,224 40,197

無形固定資産

商標権 205 187

ソフトウエア 4,132 3,346

その他 465 465

無形固定資産合計 4,803 3,999

投資その他の資産

繰延税金資産 9,880 19,640

その他 27,151 26,649

投資その他の資産合計 37,032 46,290

固定資産合計 83,061 90,487

資産合計 1,919,961 2,301,821
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 105,218 87,995

未払金 19,686 15,209

未払法人税等 4,546 105,696

未払消費税等 35,427 56,622

前受金 126,843 115,950

賞与引当金 3,792 14,081

その他 24,630 20,213

流動負債合計 320,144 415,769

固定負債

退職給付に係る負債 18,020 19,487

役員退職慰労引当金 229,850 239,630

固定負債合計 247,870 259,117

負債合計 568,014 674,886

純資産の部

株主資本

資本金 91,075 137,068

資本剰余金 69,575 117,033

利益剰余金 1,190,846 1,372,452

自己株式 － △68

株主資本合計 1,351,496 1,626,484

新株予約権 450 450

純資産合計 1,351,946 1,626,934

負債純資産合計 1,919,961 2,301,821
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 1,942,573

売上原価 1,063,039

売上総利益 879,533

販売費及び一般管理費 511,993

営業利益 367,540

営業外収益

受取利息 144

為替差益 15,562

債務勘定整理益 6,552

助成金収入 185

その他 120

営業外収益合計 22,565

営業外費用

上場関連費用 266

その他 245

営業外費用合計 512

経常利益 389,593

税金等調整前四半期純利益 389,593

法人税、住民税及び事業税 139,032

法人税等調整額 △9,759

法人税等合計 129,272

四半期純利益 260,320

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △35

親会社株主に帰属する四半期純利益 260,355
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 260,320

四半期包括利益 260,320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 260,355

非支配株主に係る四半期包括利益 △35
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2020年12月24日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱスタンダード市場に上場いたしました。上場にあたり、

2021年１月25日を払込期日とする有償第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当

増資）による新株式発行75,000株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ41,745千円増加しております。

さらに当第３四半期連結累計期間において新株予約権の行使による払込みにより、資本金及び資本準備金がそれぞ

れ4,248千円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金は137,068千円、資本剰余金は117,033千円となっており

ます。

（セグメント情報等）

当第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２
市場・技術動向

に関する
情報提供事業

その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,895,754 46,818 1,942,573 － 1,942,573

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 1,895,754 46,818 1,942,573 － 1,942,573

セグメント利益又は損失
(△)

387,912 △25,771 362,140 5,400 367,540

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、株式会社ギブテックから当社へ発生する業務委託費、支払手数

料、地代家賃のセグメント間取引の消去5,400千円であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの仮定につきましては、前連結会計年度の有価証券報告

書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。なお、現在入手可能な情報に基づいて会計上の見積り・

判断を行っておりますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況や影響については不確定要素が多いため、そ

の状況によっては今後の当社グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　


